
S③の10番の補足プリント
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(; ) の 詳 しい 説明
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x = k直線 ( Y軸 に 平行な直線 ) がすべての 円 Ct に 接 する 状況は下図 のような 感 じ。
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toから 半径←∞すみません絶対しはり
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なくてよいです

よって 。 よ = いのとき 。中 、 心 (
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or
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また 円 について 。中心 のの[座標2 t ε半径τ はCt ] (* ) 円 について 中心 の x座標 2t ε 半経 ←は 七に関 して単調増加するのでCt

tに 関 して単調増加するので Y軸に 平行な直線 は 答えのマ ー クの形から 、

t を 大 きくすると 右 に動きながら 円 が大きくなる 。

すべての 氏に 接することはない
。

Y軸 に平行 な直線は
このときパター ン ( I ) の場合が 可能性としてあるが 、

ありえないので
よってすべて α Ct に 接する 直線 を Y = mxtH とおくと

、 授業中に書 いたくらいの 例えばた t 2 te 七 の 増加分からが異なるのでにしたときの超
円 Cer y = mxth が接する条件は さらとした感じでよい。

= い σとき接していっ= ねたしも=2 のときでは 離れてしまう。
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両辺 O以上 より 、
2乗すると 2 t 2 → 4 平行移動

増加分 の x = 2 -⑱ 百 e{ (2m - 1 ) t +in - 19 " = 3cmti)t 1 角加分Ʃ ← これが 2 だったら ～
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これがすべての実数t で 成 り立 つ条件は 両辺 の 係数比較をすると
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z または h = 1 , ②⇒Mm
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数学的にはのようなことが 起こっていますがあまり 深 く 考えずに右 ci ) ( n ) 包含している
① と ② が 同時につ条牛は成 り 立 ③ から考えればい= 1であり ( い ) m = のときの ② が 成り 立 つ 条中はか M = 1 ( m = ) ェ一 と含まれている )

この 条件だけで ① は 成 り 立つので M は 何でもよいことになる Lい n ) m = のとき ① ② が成 り 立 つ条中はか n = 1 ( m はすべての実数)
…

( い ) または( n)よりの② が 成 り 立つ条中 s h =


